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まれている。用いた法要の収録映像は、玄清法流では、檀家法要として 3 例(2012 年 3 月
の福岡県内の《荒神祭り》が 1例、同月の長崎県内の《荒神祓い》2例)と、寺院法要とし
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 付録 DVD所収の映像は以下の通りである。資料編 2に挙げた採譜資料との対応を冒頭の
【  】で示し、太字でチャプター名を示す。〈 〉はそこで実演される演目名を示し、( )
は第 2章の第 1節で挙げた現行の資料との対応を示す。 
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       〈仏説大荒神施与福徳円満陀羅尼経〉(〈星野 2012d〉より) 
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1 明治以降の動向については、第 1 章の第 1節で述べる。 





























                                                   
























(1929-2002)によって、盲人史の分野で研究が行われた(中山 1934,1936: 復刊 1985、加藤 
1974)。中山は、古代から明治初年まで、さまざまな方面で活動する盲人の歴史全般を扱っ



















7 縁起の内容は、第 1章の第 2 節で挙げた図表 2を参照。 
8 江田俊了の生年は、江田 1932と柳田 1990に表記がないので確認できないが、昭和 14年
(1939)に行年 65才で亡くなったとしているので(柳田 1990: 3)、生年は昭和 14年から逆
算した。江田は、常楽院の住職就任前、当時住職であった伊集院俊徳(1842-1910)を助けて、






























視点を交えて論じたのが音楽学者のヒュー・デ・フェランティである(de Ferranti 2009)。 



























琶楽協会 1963: CD 復刻 2010〉や13、既述の民俗学の研究によって触発されるにつれて、
さらに注目されるようにはなったが、実際に盲僧の音楽自体がどのようなものなのかは、
録音や映像を含めた一部の資料(〈田辺 1975〉、小野,大原 1975、尾野 1988、1989、〈中
                                                                                                                                                     





























































と檀家法要 3例である。図表 1では、斜線のない部分である。 
 














2012年 7月 15日、妙音寺(福岡県粕屋郡篠栗町)。 
                                                   
14 詳細は、第 2章の第 1節で説明する。 





















































じてそれを弾けばいい。何のお経でも対応できる。」という(中村旭園談。2011年 8 月 28
日)。福岡県内の玄清法流所属の城戸清賢によれば、この中村が教える《秘曲十二段》など
の旋律を法要に用いており、「法要の目的や場によって、弾き方を変えることはない。」と































                                                   
























































康昭も、盲僧について「遠い昔の琵琶法師の原型を残したものと思う」(中山 1934: 復刊 
1985: 135)、「呪能や芸能が未分化な時代にまで遡った盲人のより原初的な姿を想定しう



















































                                                   
22 地神にまつわる経典で、地神を供養する時に読誦される経典類の総称。具体的には、漢
訳仏典の体裁をとる〈仏説地神大陀羅尼経〉および〈仏説地神経〉、さらに和文の〈釈文〉












図表 1 盲僧の定義（星野和幸作成） 
中世以前―――――――――――――――――近世以降 
盲僧a(地神経・竈払いをする琵琶法師)—――――→盲僧b(天台宗に接近) 



























































































































た縁起書の写しと、それに準ずるものも含めると 16 本の存在が確認されている(永井 
1993: 558-561、永井 2002: 133-136)26。 
一方、常楽院法流の縁起は、江田俊了によれば、幾多の資料が廃仏毀釈と明治 10年(1877)
の兵火で焼失したので27、現存するものは、僅に『常楽院由来記』、『長久寺略記』、その他
                                                   
















高松敬吉によるものが挙げられる (村田 1996: 63-65,69-71、荒木,西岡編 1997: 









の図表 2では中村 1905と江田 1932をもとに、両法流の祖師が現在の礎を築くまでの縁起
の内容を紹介することにしたい。 
 














                                                   
28 宮崎県内で郷土史を研究する末永和孝(1940生)によっても、要約という形で紹介されて





















































































































































                                                   
29 博多蔵本町にあったが、明治 8年(1975)に現在の高宮の地(福岡県福岡市南区)に移転し、

































ね合わせて作成したと思われると述べている(成田 1985: 147-160)。 
 
 





た、参考に巻末の資料編 2 に天台宗の HPで公開されている盲僧寺院の住所をもとに、大凡
の分布を地図で示しておく(地図 1,2)。 
 
                                                                                                                                                     
地とされ、現存する法流唯一の琵琶付法要である《妙音十二楽》の会場となっているが、
法流の所属寺院からは外され、地元の人たちによって管理されているという(栗山光人談、
2012年 5月 23日)。現在の建物は、昭和 13年(1938)建立の間口 4間、20坪ほどの高床式
木造、3方回り外縁の仏堂建築で、薩摩藩における重要な歴史的宗教施設の跡地として、
昭和 29年(1954)3月に県指定史跡となる(井原 2003: 224)。 
31 ルビの表記は、新日本古典文学大系 33『今昔物語集一』(岩波書店 1999第 1刷)による。 
32 〈阿育王息壊目因縁経〉(大正蔵 50 p.172B)。大正蔵については、第 3章の第 2節を参
照。 
33 貞観 20年(646)、玄奘(602-664)著。唐太宗の勅命によって撰述された西域・インドの
地誌(高田 1971: 198)。 
34 唐総章元年(668)、道世(?-683)著。仏教百科事典とも云うべき性格を有する書物(花山 
1971: 196)。 
35 成就院住職、梶谷隆幸(2012 年 5 月 7 日、Eメールによる問合せ)。妙音寺常楽院住職、
栗山光人(2012年 5月 23日、妙音寺常楽院でのインタビュー)。 
23 
 
図表 3 盲僧組織の現状（2012年 5月現在。星野 2013: 25） 


































                                                   
36 筆者が星野 2013で紹介した玄清法流の所属人数に誤りがあったので、改訂している。 
37 2000年発行の『妙音十二楽保存会報』(p.3)より。最初の本拠地は、現在の中島常楽院
の地であったとされるが、その後、元和 5年(1619)に藩主の島津家久の命で、鹿児島城下
の山之口馬場(現在の鹿児島市山之口町)に移転(江田 1932: 65)。さらに元禄 9年(1696)
に、下荒田(現在の鹿児島市下荒田町)に移転(江田 1932: 67)。下荒田の常楽院は、明治






写真 1 現在の盲僧の統括寺院（星野和幸撮影） 







図表 4 盲僧による現行の琵琶付の寺院法要（星野 2013: 26） 
























功龍(1936-2014)によって紹介されている(小野 1975: 34、小野 2013: 240)。しかし、筆
者の調査によれば、いずれも現在は行われていない。 
なお、それぞれの寺院においては、琵琶を用いない寺院法要も行なわれている。例えば、
                                                   







われているそうである。例えば、統括寺院である妙音寺常楽院では、2 月 3 日の節分には
《星祭39》の法要を行っているという(藤耕円談、2013 年 10 月 11 日)。また、宮崎県えび



















                                                   
39 「星祭」のいわれについては、第 3章の第 2節(1-1-1)、【実例 1-1】の解説を参照。 
40 第 3章の第 2節を参照。 
41 第 3章の第 2節で挙げる【実例 2-2】の坂本宗研(玄清法流所属の盲僧)の場合である。 
42 箱嶋家住宅(福岡市東区、国登録有形文化財)における「和の文化シリーズ第 2弾 荒神































































①  星野 2009a【CD-R】《玄清法流盲僧琵琶法楽》 
②  星野 2009b【DVD-R,CD-R】《妙音十二楽》(＋《墓前供養》)(鹿児島県)＊ 
③  星野 2010【DVD-R,CD-R】《妙音十二楽》(＋《墓前供養》)(鹿児島県)＊ 
④  星野 2011a【BD(DVD-R)】〈般若心経〉〈秘曲十二段〉〈開き〉〈添手〉梶谷隆幸(福岡県) 
⑤  星野 2011b【BD(DVD-R),CD-R】《平戸 盲僧 研修会》神田源隆、坂本宗研(長崎県) 
⑥  星野 2011c【BD(DVD-R),CD-R】《妙音十二楽》(＋《墓前供養》)(鹿児島県)＊ 
⑦  星野 2012a【BD(DVD-R)】《初観音星祭護摩供養会》(福岡県)＊ 




⑧  星野 2012b【BD(DVD-R),CD-R】《荒神祓い》吉田良祥(長崎県)付録 DVD〔【採譜資料 3】〕 
⑨  星野 2012c【BD(DVD-R)】《荒神祓い》坂本宗研(長崎県 4軒分)付録 DVD〔【採譜資料 2】〕 
⑩  星野 2012d【BD(DVD-R)】《荒神祭り》城戸清賢(福岡県)付録 DVD〔【採譜資料 1】〕 
⑪  星野 2012e【BD(DVD-R)】《妙音十二楽》[練習会](鹿児島県)付録 DVD〔【訳譜資料 4】〕  
⑫  星野 2012f【BD(DVD-R)】《夏祈祷きうり加持大護摩供養会》(福岡県) 
⑬  星野 2012g【BD(DVD-R)】《荒神祭り》[箱嶋家住宅]（福岡県） 
⑭  星野 2012h【BD(DVD-R),CD-R】《妙音十二楽》(＋《墓前供養》)(鹿児島県) 
付録 DVD〔【採譜資料 4】＆譜例 D〕 
⑮  星野 2013【BD(DVD-R),CD-R】《妙音十二楽》(＋《墓前供養》)（鹿児島県）＊ 
 




































あれば VHS、もしくは DVDで、音声のみであれば CD、もしくは LPである。解説書が付いて
いる資料は、【 】内にメディア名の後に「解説書」と記している。 
 
A) 網野 1990【VHS,解説書】 
『大系日本歴史と芸能 音と映像と文字による 第 6巻 中世遍歴民の世界』 
B) NHK 1995【VHS】 
『鬼と琵琶法師』 
C) 川野 1997【CD,解説書】 
『今を生きる琵琶盲僧の世界』 
D) 川野,小島他 2005【DVD,CD解説書,冊子】 
『日向の琵琶盲僧永田法順』 
E) 岸辺 1990【CD,解説書(初版は 1971年。 LP)】 
『大系日本の伝統音楽 2 仏教音楽･琵琶楽』 
F) 岸辺,平野他 1991【VHS,解説書】 
『音と映像による日本古典芸能大系第 14巻―語り物の音楽』 




H) キング 2001【CD,解説書】 
『世界宗教音楽ライブラリー22 釈文／琵琶盲僧の世界』 
I) KBS 2009【CD,解説書】 
『日本伝統音楽―能・琵琶・尺八―1941年』 
J) 小島 1980【VHS】 
『TOEI VIDEO 琵琶』 
K) 小島 2003【DVD,解説書】 
『日本の伝統芸能の魅力』 
L) 高木,川野 1997【CD,解説書】 
『仏の里の琵琶盲僧 ～祈りに生きた高木清玄～』 
M)  田辺 1975【LP,解説書】 
『琵琶―その音楽の系譜―』 
N) 徳丸 2003【CD,解説書】 
『日本音楽まるかじり』 
O) 日活 1984【VHS】 
『国東の盲僧琵琶 高木清玄』 
P) 日本伝統音楽芸能研究会 1996(199945)【CD,解説書】 
『日本の音Ⅴ 総合／現代』 
Q) 日本琵琶楽協会 2010【CD,解説書(初版は 1963 年。LP)】 
『日本琵琶楽大系』 
R) 本田 1998【CD,解説書(復刻)】 
『復刻日本の民俗音楽―語り物 第 26巻』 














 盲僧を主体とした資料は、C)と D)の永田法順(常楽院法流)の実演、L)と O)の高木清玄(玄
清法流)の実演、H)の永田法順と高木清玄の実演、S)の高木清玄と一岡清視(玄清法流)の実
演があるのみである。 














HP 内で配信されている資料なので、〈九博 HP〉として、( )内に URLを表記している。f)
の資料の DVは Mini DV(デジタル･ビデオ)である。 
 
 
                                                   
46 一部で CD化されている。CD化されているものは、巻末の参考視聴覚資料に挙げている
〈日本コロムビア 1996, コロムビアエンタテイメント 2008〉。 
47 玄清法流の《地神法楽》と常楽院法流の《妙音十二楽》。第 3章の第 2節で取り上げる






b) 九州国立博物館資料【〈九博 HP〉(URL: http://www.kyuhaku-db.jp/dazaifu/archives/26.html)】 
c) 国東資料【〈国東 1990, 1991(複製 DVD-R)〉】 
d) 国立劇場資料【〈国立劇場 1970, 1975, 1976(録音のみ), 1991, 1993, 1997, 2002, 2004, 
2007(録音,録画)〉】 
e) 国立民族学博物館資料【〈民博 1969(オープンリール)〉】 
f) 薦田資料【薦田 2000(DV、カセット),薦田 2004, 2005(DV)】 
g) 諏訪資料【〈諏訪 1983(録画)〉】 
h) 永井資料【〈永井 1954, 1955(オープンリール)、永井 1988, 1990(カセット)、永井 1985, 
1982(VHS)〉、〈 紫村 1977(カセット)〉】 
i) 中村資料【〈中村 2010(DVD-R)〉】 
j) 中山資料【〈中山 2009(DVD-R)〉】 
k) 原田資料【(録音)】 











                                                   
49 筆者が、2009年 11月 9日に電話で行なった博物館への問い合わせによる。また、東京
文化財研究所にもその複製が所蔵されている。 
50 修士論文は、筆者が所蔵する(提出先の大学には、保管されていない)。 
51 第 3章の第 2節で取り上げる《玄清法印法要》(【実例 1-5】)。 
52 本名は、吉塚元三郎。筑前琵琶の製作者で福岡県無形文化財。子供のころ門付けの「く
ずれ」を聴き、その節調を覚えて自らもするようになった((福岡県教育委員会 1984: 16)、
















ことができた公演は、昭和 45年(1970)4月 24～25日の第 3回中世芸能公演(荒神琵琶)、
昭和 50年(1975年)10月 17～18日の第 2回日本音楽の流れ(語りもの)、昭和 51年(1976)10
月 29～30日の第 3回日本音楽の流れ(琵琶)である。大方、演目と実演者は、公刊資料の
M)〈田辺 1975〉と重複している。また、昭和 45年 4月 25日の録音は、その一部が公刊資
料の P)〈日本伝統音楽芸能研究会 1996〉に収録されている。これらの他に、1990 年代以
後に高木清玄、もしくは永田法順が出演した記録もある。こちらは、いずれも録音と録画
の両方が残されている。平成 3年(1991)10月 25日の第 69回邦楽公演(琵琶の会)、平成 5
年(1993)10月 21日の第 79 回邦楽公演(琵琶の会)、平成 9年(1997)10月 16日の第 100回
邦楽公演(琵琶の会)、平成 14年(2002)10月 19日の第 120回邦楽公演(琵琶の会)、平成 16
年(2004)10月 9日の第 128 回邦楽公演(琵琶の会)である。また、国立文楽劇場での平成 19
年(2007)9月 15日に行われた第 12回特別企画公演も残されている。 
 e)の資料は、1969年に東洋音楽学会で行われた薩摩半島民俗音楽調査の際の録音で、こ
の中に常楽院法流の《妙音十二楽》の録音を含まれている。この調査における録音の存在
は、この時の報告として簡単に紹介されているのみであったが(半谷 1969)、2012年 2月 4
                                                   






























                                                   





















イ) 玄清法流 1992 『台玄課誦』 
ロ) 柳田 1990: 163-209 「常楽院法流特別経典」(『続常楽院沿革史』所収) 
ハ) 小野,大原 1975: 103,107,110 「昭和 50年度音楽学フィールド・ワーク 盲僧琵琶
の音楽」(『相愛女子大学･相愛女子短期大学研究論集』23所収) 
ニ) 村田 1996: 99-112 「釈文」(『鹿児島民俗』所収) 
ホ) 延暦寺 1999[改訂三版] 『台宗課誦』 
ヘ) 五来編 1972: 119-179,200-220 「盲僧琵琶」(『日本庶民生活史料集成』所収) 
ト) 福岡県教 1984: 11-14,16-2058 『筑前の荒神琵琶』(本体)・付録(別冊) 
チ) 永井 1993: 389-440 「国武家文書」(『福岡県史 46 文化資料編 盲僧・座頭』所収) 
リ) 兵藤 1999: 138-143,149-152,178-207 「座頭(盲僧)琵琶の語り物伝承についての研
究(三)」(『成城国文学論集』26所収) 
ヌ) 辻 2001: 1187-1189 「二 香春岳くずれ」(『香春町史』上巻所収) 
                                                   
57 この他に、同一人物(杉本源吉)による同演目の実演を香春町教育委員会が録音している

































年頃まで活躍していた(永井 1993: 493、永井 2002: 63、兵藤 1999: 117-118,125-126)。 
61 兵藤裕己によれば、国武諦浄は台本を残しているが、録音資料は残していないとのこと
である(兵藤 1999: 137)。 
38 
 

























ある(以上、中村旭園談。2012年 1月 17日)。 
中村旭園は、玄清法流の盲僧琵琶の衰退を危惧して、福岡周辺の若い同法流所属の盲僧
                                                   
62 音楽学者である徳丸吉彦(1936生)によれば、楽譜にはアメリカの音楽学者のチャール
ズ・シーガーの分類として、演奏を規定した規範的なものと、ある特定の演奏を記録した






























線譜化した。巻末の資料編 2に【採譜資料 4】と【訳譜資料 4】として載せている。 
 
                                                   
63 妙音寺常楽院において、2013年 5月 21日の取材の折に得た情報。 
40 
 























                                                   
64 但し、〈諏訪 1983〉、〈NHK 1995〉、〈九博 HP〉は、音楽部分がほとんど収録されておらず、
図表の方針には合わないので、除外している。 


















図表 1 玄清法流・実演資料表(宗教) 





一岡清視 〈般若心経〉 檀 宇佐資料(非公刊) 延暦寺 1999  
〈観音経〉 檀 三隅1977 延暦寺 1999  
〈神降ろし〉 檀 三隅1977 未確認  
〈琵琶の釈〉 檀 宇佐資料(非公刊) 未確認 演唱。琵琶なし。 
佐薙光龍 〈地神和讃〉 檀 宇佐資料(非公刊) 未確認  
〈般若心経〉 檀 宇佐資料(非公刊) 延暦寺 1999  
高木清玄 〈観音和讃〉 檀 高木,川野1997 未確認  
〈延命十句観音経〉 檀 日活 1984 
高木,川野1997 
延暦寺 1999 日活 1984は、映像。 




























































































中野清信 〈観音経〉 檀 宇佐資料(非公刊) 延暦寺 1999  
〈聖不動経〉 檀 宇佐資料(非公刊) 玄清法流1992  
〈地神和讃〉 檀 宇佐資料(非公刊) 未確認  




檀 宇佐資料(非公刊) 未確認  
〈般若心経〉 檀 宇佐資料(非公刊) 延暦寺 1999  
羽田野志道 〈仏説八臂荒神陀羅尼
経〉 
檀 宇佐資料(非公刊) 未確認  
〈琵琶の釈〉 檀 宇佐資料(非公刊) 未確認  
〈仏説大荒神施与福徳
円満陀羅尼経〉 




〈般若心経〉 寺 宇佐資料(非公刊) 延暦寺 1999 盲僧楽。法要全体の
音源より。 





























梶谷隆幸 〈般若心経〉 檀 星野2011a, 
2012g(非公刊) 







北田明澄 〈観音経〉 檀 日本琵琶楽協会
2010、吉川 1982 
延暦寺 1999 いずれも同一音源。 




















































































〈般若心経〉 檀 紫村1977(非公刊) 延暦寺 1999  
佐
賀 





扇徳進 〈般若心経〉他 檀 永井1988(非公刊) 延暦寺 1999  
大川寿浩 
 



























檀 田辺1975 田辺1975 訓読。 
〈般若心経〉 檀 薦田2004(非公刊) 延暦寺 1999 映像。 





















図表 2 常楽院法流・実演資料表(宗教) 














































檀 国立劇場 1976 
(非公刊) 
村田 1996  
「琵琶の釈」(〈十二
楽〉より) 
檀 国立劇場 1976 
(非公刊) 
村田 1996  
〈金光明最勝王経堅
牢地神品第十八〉 
檀 国立劇場 1976 (非
公刊) 
柳田 1990  
藤耕円 〈十二楽〉の琵琶の
弾法(《妙音十二楽》) 
他 星野 2012e 
(非公刊) 
なし 楽譜あり。 
常楽院法流所 〈前楽〉 寺 民博 1969(非公刊)、 なし 民博 1969以外は、映
48 
 
























































































図表 3 玄清法流・実演資料表(芸能) 
県 実演者 演目 視聴覚資料 詞章資料 備考 
福
岡 
有馬清浄 『酒餅合戦』 永井資料(非公刊) 未確認  
杉本源吉67 『香春岳くずれ』 原田資料(非公刊) 辻 2001 詞章、一部分のみ。 
森田勝浄 『心だに』 田辺 1975、永井 1955 田辺 1975  



















『出世景清』 国立劇場 1970、1975 
(非公刊) 
福岡県教 1984  
『名島判官』(三段) 永井 1955,1982,1985 
(非公刊)、 
国立劇場 1975(非公刊) 




永井 1955(非公刊) 福岡県教 1984  
吉塚旭貫堂68 豊後浄瑠璃 『？』 宇佐資料(非公刊) 未確認  
豊後浄瑠璃 『渡辺の
綱の羅生門の鬼退治』 
























































































                                                   
69 「仏法の儀式」の意(『精選版 日本国語大辞典』小学館)。横道は、法会(行事)の中で
行われる個々の儀式(仏教儀礼)を、ここでは「法儀」と呼んでいる。 































                                                   
71 平野健次は、既に寺院において行う法要の総称として、「寺院法要」という用語を用い
ている(平野 1975: 26-27)。 
54 
 
図表 1-1 盲僧の法要の場（星野和幸作成） 
法要の場 ―――――「寺院法要」(「法楽法要」)→ 寺院において、数人の盲僧が行う法要。 



















図表 1-2 儀礼の目的による種類 藤井の説(藤井 1983: 14)を参考に星野和幸作成。 
              ――修道儀礼 → 信仰心を深める儀礼 
対自儀礼(自己のための儀礼)―          （例：朝夕の勤行、荒行、座禅会、写経会。） 
              ――報恩儀礼 → 信仰する仏祖や祖師への儀礼 
（例：仏忌、祖師会。） 
              ――祈願儀礼 → 生きている人への儀礼 
対他儀礼(信者のための儀礼)―                  （例：修正会。） 
























































図表 1-3 現行の盲僧による儀礼の対象と儀礼の目的（星野和幸作成）（＊は、常楽院法流。） 









《初観音星祭護摩供養会》(成就院) 対他儀礼 祈願儀礼 
《先祖大施餓鬼供養会》(成就院) 対他儀礼 回向儀礼 
《初観音星祭護摩供養会》(妙音寺) 対他儀礼 祈願儀礼 











《荒神祭》、《荒神祓い》 対他儀礼 祈願儀礼 
荒神の魂入れ、魂抜き(仮称)、《金神よけ》 中間儀礼 特殊儀礼 
《法事》(成就院) 対他儀礼 回向儀礼 
 
図表 1-4 過去の盲僧による儀礼の対象と儀礼の目的（星野和幸作成） 





《地神法楽》(成就院) 対他儀礼・対自儀礼 祈願儀礼・ 報恩儀礼 
《地神法楽》(観世音寺) 対他儀礼・対自儀礼 祈願儀礼・ 報恩儀礼 

































                                                   
72 天台宗の一般寺院の法要との関わりは、次節以降で述べる現行の法要の次第から具体的
に検討したい。 
73 第 2節で挙げる【実例 2-2】の坂本宗研(玄清法流所属の盲僧)は、屋敷全体の祈祷をす
る意味合いもあるので、これを《屋敷祓い》の中で行い、《金神よけ》と呼んでいた(坂本


















































野 2011c〉～⑩〈星野 2012d〉、⑫〈星野 2012f〉、⑭〈星野 2012h〉、⑮〈星野 2013〉)
と、当事者への取材をもとにしている。 






































る(横道,片岡 1984、天納,岩田他 1995所収)。以下の図表 2には、略称と正式名称を併記
しているので参照されたい。この図表中の略称は、図表 3-1～7と図表 4-1～3における初































































【実例 1-1】《初観音星祭護摩供養会》  
2012 年 1月 17日、成就院(福岡県福岡市南区)。〈星野 2012a〉。 
【実例 1-2】《夏祈祷きうり加持大護摩供養会》 






【実例 1-3】《地神法楽》現在は廃絶。レコード〈田辺 1975〉。 
【実例 1-4】《地神法楽》現在は廃絶。詳細不詳。音源の情報あり(永井 2002：61)。 
















































写真 1 《初観音星祭護摩供養会》の様子（2012年 1月 17日成就院 星野和幸撮影） 
 
 






図表 3-1 《初観音星祭護摩供養会》(成就院)の次第と構成 
（〈星野 2012a〉より星野和幸作成）(所要時間 40分)  
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 






    
開会・着座・導師登礼盤 なし    
〈着座讃〉 
(〈四智讃漢語〉) 
なし 天台他 〈略出念誦経〉 





 天台他  『十八道法』。 
〈表白〉 なし 天台他  『十八道法』。 
「発願」 鈴 天台他  『十八道法』。 
「五大願」＊ 鈴 天台他 〈不動尊八大童子軌〉 








太鼓 天台他 〈仏祖統紀〉 
(大正蔵 49 p.345C) 
 
〈聖不動経〉＊ 二反 太鼓 天台他 不明 
(修験聖典 p.32) 
 
〈聖観世音菩薩真言〉 太鼓 天台他   
〈不動明王真言〉 太鼓、拍子木 天台他   
〈観音経〉(偈) ＊ 琵琶、太鼓、 
拍子木、突拍子 
天台他 〈法華経普門品〉(偈) 
(大正蔵 9 p.57c) 
琵琶：坂本清昭 
終って鈴を鳴らす。 
〈般若心経〉＊ 数反 琵琶、太鼓 天台他 〈摩訶般若波羅蜜多心
経〉(大正蔵 8 p.848) 
引き続き、琵琶弾
奏。読経中に転読。
終って鈴を鳴らす。 「大般若加持」（転読）  天台他  
                                                   








〈後唄〉＊ なし 天台他 〈仏説超日明三昧経〉 
(大正 15 p.532A) 
 


































あり、法要自体は 40分程であった。以下の図表 3-2で、法要の次第を示す。 
 
写真 2 《夏祈祷きうり加持大護摩供養会》 (2012年 7月 15日妙音寺 星野和幸撮影) 
 
 
図表 3-2 《夏祈祷きうり加持大護摩供養会》(妙音寺)の次第と構成 
（〈星野 2012f〉より星野和幸作成）(所要時間 40分) 
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 













〈着座讃〉(〈四智讃漢語〉) なし 天台他 〈略出念誦経〉 
(大正蔵 18 p.248A) 
 
〈表白〉 なし 天台他  『十八道法』。 
「神分・礼仏・真言」 磬 天台他  『十八道法』。 
「発願」 磬 天台他  『十八道法』。 
「五大願」＊ なし 天台他 〈不動尊八大童子軌〉 
(大正蔵 21 p.32C) 
『十八道法』。 
                                                   









〈般若心経〉＊ 琵琶、太鼓 天台他 〈摩訶般若波羅蜜多心
経〉(大正蔵 8 p.848) 
琵琶：村山清暁 
〈不動明王真言〉（胡瓜加持） 太鼓、突拍子 天台他  終って金剛鈴を振鈴。 
「大般若加持」（転読） なし 天台他  読経中に転読。終って
鏧子を鳴らす。 〈観音経〉(偈) ＊ 太鼓 天台他 〈法華経普門品〉(偈) 




〈回向〉＊ 鏧子 天台他 〈法華経化城喩品〉 
















他儀礼の内の祈願儀礼である。【実例 1-1】(図表 3-1)は除災と幸福を、【実例 1-2】(図
表 3-2)は健康増進を目的としている。しかし、細部をみると両者の法要の次第にはいくつ
かの違いを指摘することができる。 











































 次に、玄清法流の過去の寺院法要の実例を 3例紹介する。 
 
【実例 1-3】 《地神法楽》 




原 1975: 92-93)。 
 
図表 3-3 《地神法楽》の次第と構成（レコード〈田辺 1975〉より星野和幸作成） 
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 




〈總礼伽陀〉＊ なし 天台他 〈法華三昧運想補助儀〉 





〈三礼〉＊ 磬 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 9 p.430C) 
 
〈七仏通戒偈〉＊ 磬 天台他 〈涅槃経梵行品〉 
(大正蔵 12 p.451C) 
 
〈表白〉 磬 天台他   















〈後唄〉＊ なし 天台他 〈仏説超日明三昧経〉 
(大正 15 p.532A) 
終って、鈴を鳴らす。 
〈回向〉＊ なし 天台他 〈法華経化城喩品〉 














【実例 1-4】 《地神法楽》 














図表 3-4 《地神法楽》の次第と構成（〈永井 1954〉より星野和幸作成） 
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 




〈總礼伽陀〉＊ なし 天台他 〈法華三昧運想補助儀〉 




〈三礼〉＊ 鏧子 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 9 p.430C) 
 
                                                   
79 但し、戒壇院の建物自体は、元禄 16年(1703)に臨済宗の寺院として復興し、観世音寺
から分離独立した(中島,坂本 1993: 147)。現在は、臨済宗妙心寺派に属している。 
71 
 
〈七仏通戒偈〉＊ 鏧子 天台他 〈涅槃経梵行品〉 




 天台他   






















〈後唄〉＊ なし 天台他 〈仏説超日明三昧経〉 







【実例 1-5】 《玄清法印法要》(《地神法楽》にあたる？) 
 この法要は、民俗学者である松岡実によって紹介されている(松岡 1975: 45,56)。法要
名は、松岡の呼称によっている。松岡によれば、大分県内の檀家数の調整や琵琶の手合わ
せなど、盲僧たちの間で協議する玄清法印開山講の時に、行われていた法要とのことであ
る。時期は、毎年 4月 17、18 日と 10月 17、18日というように春と秋に行われていたそう










図表 3-5 《玄清法印法要》の次第と構成（〈宇佐資料〉より星野和幸作成） 
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 




〈總礼伽陀〉＊ なし 天台他 〈法華三昧運想補助儀〉 





 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 9 p.430C) 
 
〈七仏通戒偈〉＊ 鈴 天台他 〈涅槃経梵行品〉 
(大正蔵 12 p.451C) 
 
〈玄清法印開山講祭文〉 なし 盲僧 不明 〈表白〉。終
って、鈴を鳴
らす。 















〈盲僧楽〉(仮称) 笛、太鼓、突拍子 盲僧  詞章なし。 
〈宝号〉(玄清法印) なし 盲僧  終って、鈴を
鳴らす。 
〈後唄〉＊ なし 天台他 〈仏説超日明三昧経〉 































(松岡 1975: 62 所収)という独自の演目で、玄清法印の供養であることを表明しているこ
とを確認することができる。 
但し、【実例 1-3】は、そのレコードの解説によれば、「玄清忌」とも称されているとい






                                                   





























であるかもしれないとしている(村田 1994: 138-139)。 
この寺院法要については、2009年から 2013年にかけて毎年筆者が調査した記録と、1975
年発行のレコードに収録された過去の実例がある。以下では、それらを図表 3bに挙げる。







                                                   
81 〈盲僧楽〉の採譜は、筆者執筆の修士論文(星野 2010)の付録に載せている。 
75 
 


































【実例 1-6】 《妙音十二楽》(＋《墓前供養》) 










                                                   








写真 3-1 《妙音十二楽》の様子（妙音十二楽保存会のパンフレットより） 
 
 
写真 3-2 「行道」            写真 3-3 《墓前供養》 













図表 3-6a 《妙音十二楽》の次第と構成 
（〈星野 2009b, 星野 2010, 星野 2011c, 星野 2012h, 星野 2013〉より星野和幸作成） 
(所要時間 40分) ＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 










なし 天台他 〈礼法華経儀式〉 










〈表白〉 なし 天台他  『十八道法』。 
〈九条錫杖〉＊ 錫杖 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 10 p.70C) 
出典は、初めの四句のみ。
五句目以下は、不明。 
〈般若心経〉＊ 木魚 天台他 〈摩訶般若波羅蜜多心



















〈仏説地神経〉 木魚 盲僧他 (修験聖典 p.53) 木魚による読経。 
〈三礼〉＊ なし 天台他 〈礼法華経儀式〉 
(大正蔵 46 p.956C) 
 
                                                   













図表 3-6b 《墓前供養》(《妙音十二楽》に引き続き)  
（〈星野 2009b, 星野 2010, 星野 2011c, 星野 2012h, 星野 2013〉より星野和幸作成） 
(所要時間 10分) ＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 


























(大正蔵 9 p.43B) 
〈十方念仏〉 なし 天台他 〈法華三昧懺儀〉 





〈回向〉＊ なし 天台他 〈法華経化城喩品〉 













【実例 1-7】 《妙音十二楽》(過去) 
 玄清法流の【実例 1-3】と同じく、法要の次第は、レコード以外でも紹介されている(小






図表 3-7 《妙音十二楽》の次第と構成 
レコード〈田辺 1975〉、先行研究(小野,大原 1975: 93)をもとに星野和幸作成 
＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 
 




〈三礼〉＊ なし 天台他 〈礼法華経儀式〉 









〈表白〉 なし 天台他  『十八道法』。 
〈九条錫杖〉＊ 錫杖 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 10 p.70C) 
出典は、初めの四句のみ。
五句目以下は、不明。 
〈般若心経〉＊ 木魚 天台他 〈摩訶般若波羅蜜多心
























〈仏説地神経〉 木魚 盲僧他 (修験聖典 p.53) 木魚による読経。 
〈円頓章〉＊ なし 天台他 〈摩訶止觀〉 
(大正蔵 46 p.1C) 
〈止觀輔行伝弘決〉 




〈回向〉＊ なし 天台他 〈法華経化城喩品〉 
(大正蔵 9 p.24C) 
 
〈三礼〉＊ なし 天台他 〈礼法華経儀式〉 













































































写真 4 城戸清賢の《荒神祭り》の様子（2012年 3月 6日 星野和幸撮影） 












図表 4-1 城戸清賢（福岡県内）の《荒神祭り》の次第と構成 
（〈星野 2012d〉より星野和幸作成）、(所要時間各座 25分、計 75分) 
〔一座「開闢の座」〕  ＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 




〈三宝荒神真言〉 なし 盲僧   
〈懺悔文〉＊ なし 天台他 〈華厳経巻第四十〉 
(大正蔵 10 p.847A) 
 
「護身法・前方便・御幣加持」 金剛鈴87 天台他  『十八道法』。 
〈六根清浄の祓い〉 錫杖 盲僧 不明  
〈表白〉 錫杖 天台他   






金剛鈴 盲僧 〈金光明経堅牢地神品〉 






〈荒神宿之文〉 なし 盲僧 〈稲荷心経〉の冒頭部分。  
「祈願」 (諸真言含む) 錫杖 
金剛鈴 
盲僧   
 
〔二座「中の座」〕 







(大正蔵 46 p.456A) 
はじめに金剛鈴
を振鈴。 
〈三礼〉＊ なし 天台他 〈華厳経浄行品〉 
(大正蔵 9 p.430C) 
 
〈如来唄〉 なし 天台他 〈勝鬘経真実義功徳章〉 
(大正蔵 12 p.217A) 
 
「祈願」 なし    
〈三宝荒神真言〉 なし 天台他・盲僧   

























「諸真言」 錫杖 天台他   
〈本覚讃〉 金剛鈴 天台他 〈金剛頂瑜伽最勝祕
密成仏隨求即得神變
加持成就陀羅尼儀軌〉 











金剛鈴 天台他 〈秘鈔問答〉の一部 
(大正蔵 79 p.544B)  
『十八道法』。「決
定成就  乃至法界 
平等利益」 











〈十如是〉＊ 金剛鈴 天台 〈法華経方便品〉 



















〈金剛寿命陀羅尼〉＊ 錫杖 天台他 〈金剛寿命陀羅尼〉 
(大正蔵 20 p.578B) 
部分的に、錫杖を
振りながら読経。 
〈消災吉祥陀羅尼〉＊ 錫杖 天台他 〈吉祥陀羅尼経〉 
(大正蔵 19 p.337C) 
〈観音経〉(偈)＊ 金剛鈴 天台他 〈法華経普門品〉(偈) 






〈三宝荒神真言〉 なし 盲僧   
「無障碍法」(諸真言含む) 錫杖 天台他  『十八道法』。 



















































図表 4-2 坂本宗研（長崎県内）の《荒神祓い》の次第と構成 
（〈星野 2012c〉より星野和幸作成）、(所要時間各座 15分、計30分) 
〔一座〕        ＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 






 盲僧  「南無三宝大荒神」。 
〈三礼〉＊ 鈴 天台他 〈礼法華経儀式〉 
(大正蔵 46 p.956C) 
 
「祈願」 鈴   〈宝号〉、諸尊の真言
を含む。 
〈六根清浄ノ大祓〉 鈴 盲僧 不明  
〈般若心経〉＊ 鈴 天台他 〈摩訶般若波羅蜜多心経〉 












琵琶 盲僧 〈金光明経堅牢地神品〉 
(大正蔵 16 p.440A) 
途中まで。 
〈十如是〉＊ 琵琶 天台他 〈法華経方便品〉 
















〈宝号〉 鈴 盲僧   
〈荒神経 三宝大荒神之祝〉 琵琶 盲僧 不明 和文。 
「ノウマクサマンダボタナンギャバ
ギャバサンサンウンパッタソワカ」 
琵琶 盲僧   






〈称名〉 琵琶 盲僧 不明  
「祈願」 琵琶   〈宝号〉、〈三宝
荒神真言〉含む。 
〈七座の祓い〉 鈴 盲僧 不明  




〈般若心経〉＊ 鈴 天台他 〈摩訶般若波羅蜜
多心経〉 
(大正蔵 8 p.848) 
 
〈三礼〉＊ 鈴 天台他 〈礼法華経儀式〉 
(大正蔵 46 p.956C) 
 


























【実例 2-3】 《荒神祓い》 
図表 4-3 吉田良祥（長崎県内）の《荒神祓い》の次第と構成 
（〈星野 2012b〉より星野和幸作成）、(所要時間 40分) 
〔一座〕        ＊は天台宗の一般的な経典を載せた『台宗課誦』に収録されているもの。 




祈願 なし   〈宝号〉(「南無三宝
大荒神」)、〈三宝荒
神真言〉を含む。 
〈清しのお祓い〉 なし 盲僧 不明  
〈三礼〉＊ 鈴
りん
 天台他 〈礼法華経儀式〉 
(大正蔵 46 p.956C) 
 
〈表白〉 なし 天台他 〈荒神経(略)〉より引用 
(台玄課誦 p.43) 
 




(大正蔵 8 p.848) 
錫杖を振りながら読
経。 
〈九条錫杖経〉＊ 錫杖 天台他 〈八十華厳経浄行品〉 





















〈神送り〉 琵琶 盲僧 不明  
〈荒神真言〉 錫杖 盲僧  (地天・日天・荒神)。錫杖
を振りながら読経。金剛鈴
を振鈴。鈴を鳴らす。 
〈称名〉 錫杖 盲僧 不明 終って、鈴を鳴らす。 
祈願 なし   〈宝号〉を含む。 
〈回向〉＊ なし 天台他 〈法華経化城喩品〉 
(大正蔵 9 p.24C) 
終って、鈴を鳴らす。 
〈三礼〉＊ なし 天台他 〈礼法華経儀式〉 
(大正蔵 46 p.956C) 
 












































































                                                   





















図表 5 天台宗の次第例（木内 1983と藤井 1992を参考に星野和幸作成） 
 顕教儀礼の次第例(「在家勤行儀」) 
(木内 1983: 57-59)より。 
密教儀礼の次第例(「光明供葬送作法」) 





































































3-1(【実例 1-1】)、図表 3-2(【実例 1-2】)は、天台宗の 2つの儀礼形式(顕教儀礼と密教
儀礼)に注目すれば、基本的に導師による修法(『十八道法』)が行われていることから、密




















































































































































































































図表 6 明治以前の次第例(永井 1993: 361)を基に星野和幸作成。 
           ＊( )部分は、欠損部分であり、翻刻者が補っている。 








                                                   
94 鶏足寺は、現在の宮崎県西臼杵郡高千穂町下野にある八幡大神社。神仏分離令までは、
八幡山鶏足寺と号した(荒木,西岡編 1997： 31)。天正 19年(1591)以降、無住となり、福
泉坊の盲僧が住持となる。藩政期には鶏足寺の住職を福泉坊といい、盲僧寺院といわれる



















図表 7 盲僧の所依経典(「天台宗地神盲僧規則」より) 
















































































































図表 0-1 橘旭翁から中村旭園に至る筑前琵琶の伝承系譜 
初代橘旭翁(1848-1919)――高野旭嵐(1894-1973)――中村旭園(1917生) 
 
図表 0-2 《秘曲十二段》の伝承 
中村旭園―――――――――――――――――            梶谷隆幸(1970生) 





































譜例 1-1 福岡県内の玄清法流の調弦｢六調子」（相対音高）(星野 2013: 41) 
 




に提示している。訳譜したものは、巻末の資料編 2の【訳譜資料 1】からの引用である。 
 
譜例 1-2 弾法譜と訳譜〔《仏奏曲一段》の冒頭部分【訳譜資料 1】より〕 
＊上段は『台玄課誦』所収の弾法譜 (玄清法流 1992: 96)。下段は星野和幸の訳譜。 















の乗弦(平)と第 1柱の間の勘所を示す。次いで「火」は第 2柱を示し、勘所は第 1 柱と第
















図表 1 玄清法流(福岡県内)の盲僧が使用する筑前琵琶の柱 
橘旭翁著『四絃琵琶弾譜』(1921 年)より。 
 




譜例 1-3 福岡県内の玄清法流の柱音(星野和幸作成)  ＊ 調弦は「六調子」(譜例 1-1)。 








































譜例 B 《秘曲十二段》より「開き」の部分(【訳譜資料 3】より) 
 
 






付録 DVD〈星野 2012d〉)。別の機会に弾いた同演目〈星野 2009a〉と比較してみても、素
材の組み合わせ方やリズムが上記の例と異なっており、機会によって変化する即興性を確
認することができた。 






















































した溝部国光は「自由打ち」と呼んで説明している(溝部 1977: 158)。 
 
写真 1 玄清法流の打楽器類（星野和幸撮影） 
突拍子  拍子木  太鼓  
 















































図表 2-1 長崎県内の声のパートの特徴(星野 2013: 36) 
 坂本宗研【採譜資料 2】(付録 DVD) 吉田良祥【採譜資料 3】(付録 DVD) 
音域 約 1オクターブ(長 9度)。 長 3度（Ｄ・Ｅ・Ｆ♯）。 













じん)～」)を五線譜に 1 漢字あたり 4 分音符 1 つで表わしているので、ここでいう「1 シ
ラブル 1 拍」は、「1 漢字 1 拍」と解釈することができる。つまり、漢文体の経典を音読
する場合、基本的に 1 漢字が 1 拍(木魚の 1 打)に対応している98。以下では、この平野が
捉えたシラブルの概念に従って詞章とリズムの関係を見ていくことにする。 
但し、取り上げる 2つの実例では、採譜で示すように、等拍でありながら、琵琶は、い
くつかのリズムを刻み、詞章は 1拍に 1漢字、もしくは 2漢字充てられるので、木魚を用
                                                   
98 漢訳の体裁をとる詞章部分に限る。「南無」のような、音訳された(表記された漢字自体
は意味を持たない)部分は例外となる。ちなみに、「南無」は、梵語 namasの音訳で、仏・






































の 4 分音符の同音反復は、1 シラブル 1 拍ということになる。次いで、「化現したーまえ
る」は、「化」と「し」の部分は 1シラブル半拍となっている。他は 1シラブル 1 拍とい
うことになる。次の「三宝荒神」は、1シラブル 1拍である。次の「敬礼し」も、1 シラブ
ル 1 拍である。「たてまつる」と「南無」は、1 シラブル半拍であるが、「三宝大荒神」
は、1 シラブル 1 拍である。次の「南無三宝大荒神」は 1 シラブル半拍である。ここまで




前読みに続く経題と経典の本文も 1シラブル 1拍、もしくは 1シラブル半拍という同様
の傾向を示している。 
 

















は 1シラブル半拍、次いで、「聞」は 1シラブル 1拍である。 






































見ていくが、最初に調弦を確認しておく。両者とも、4 本の弦の調弦は、譜例 3 に挙げて




譜例 3 長崎県内の玄清法流の調弦（相対音高）(星野 2013: 40) 
 




図表 2-2 長崎県内の玄清法流の琵琶のパートの特徴(星野 2013: 40) 
 坂本宗研【採譜資料2】(付録 DVD) 吉田良祥【採譜資料3】(付録 DVD) 
使用音域 2つの開放弦音による 5度。 2つの開放弦音による 5度。 
リズム 基本的に 2パターンのリズム。 不規則に変化。 
琵琶の使用部分 経典と経典以外(真言、「祈願」)の部分。 経典の部分のみ。 
 
坂本の場合は、経典の読誦だけでなく、真言や祈願といった唱えごとにも琵琶を用いる。
琵琶のパートには、冒頭部分の 3 拍目と 4 拍目の 3 連符と、経題の直前(【採譜資料 2】、
2 ページ目の 1段目から 2 段目)の 5拍続く 16分音符を除き、基本的に 3連符で括られた 4
分音符 1 つと 16 分音符 2 つのリズム(【採譜資料 2】のａ)と 8 分音符 1 つと 16 分音符 2
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つのリズム(【採譜資料 2】のｂ)の 2 パターンが多く認められる。また、2 ページ目の 3
段目の終わりから 5拍目も、16分音符 4つの例外的なリズムになっているが、その他は適
宜 2つのパターンを切り替えている。 
吉田の場合は、経典部分にしか琵琶を用いない。経典の本文冒頭は、4 分音符 1 つと 8
分音符 2 つのリズムであるが(【採譜資料 3】のａ)、その後は部分的にシンコペーション
が出てくるなど、不規則に変化する(【採譜資料 3】のｂ)。 
以上、琵琶のパートについて見てきたが、声のパートと同様に即興性についても見てみ
る。坂本の【採譜資料 2】から、①と②を見てみれば、例えば 1 ページ目の最下段(②)で
は、最後の方で aのパターン(3連符で括られた 4分音符 1つと 16分音符 2つのリズム)に













































































以下で対象とするのは、第 3章の第 2節で挙げた図表 3-6a の中で示した《妙音十二楽》
の次第における〈釈文〉＋〈十二楽〉の部分である。この部分を対象とする理由は、一貫
                                                   
99 第 3章の第 2節の「図表 3-6a《妙音十二楽》の次第と構成」参照。 






































った(栗山光人談。2013年 5月 21日)。実際に、筆者が 2010年以前に収録した視聴覚資料
は、〈釈文〉も琵琶と同様に休止しないで演唱されている。 
 
                                                   
102 第 3章の第 3節(1-1)を参照。 
103 常楽院法流所属の盲僧である藤耕円(晴眼者)によれば、基本的には、1曲あたり 3回ず
つ繰り返すという(藤耕円談。2013年 10月 11日)。 
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図表 3-1 《妙音十二楽》の主題部から後置部へかけての進行表（星野和幸作成） 
  進行 
修法 導師 「堅牢地神秘密供養法」(『十八道法』)  
釈文 琵琶  定旋律の繰り返し    
声  釈文   釈文   釈文    釈文  































図表 3-2 過去 5年間の《妙音十二楽》における〈釈文〉の演唱曲目（星野和幸作成） 
視聴覚資料 演唱者 曲目(段の題目) 









星野 2012h 津島法信 「うちまき」「年号」「妙音の巻」「わたまし」「釈迦の段」 



























































譜例 4-1 鹿児島県内の常楽院法流の調弦（相対音高） 
 
















譜例 4-2 弾法譜と訳譜 
〔〈釈文〉＋〈十二楽〉の定旋律の冒頭部分【訳譜資料 4】、付録 DVD より〕 
＊上段は藤耕円が手書きで作成した弾法譜。下段は星野和幸の訳譜。 
△▽→上の柱 ▲▼→中の柱 ▲▼→下の柱 ○→開放弦 

























図表 4 常楽院法流の盲僧が使用する薩摩琵琶の柱 
レコード(田辺 1975: ㉖)より 
 
 











譜例 4-3 常楽院法流の柱音(星野和幸作成) 



























ムによる同音反復部分と等拍で 2 度を上下する部分を多用する第 2 部分 B（8-2１小節）、










































写真 2-1 〈十二楽〉の使用楽器（星野和幸撮影） 
笛 

























                                                   
106 近年、笛の演奏を担当している藤耕円は、作ることができるそうである。 








































お、採譜のもとになった〈星野 2012h〉は、冒頭部分のみを付録 DVDに所収している。 
 
譜例 5-2 採譜と楽譜〔〈松風〉、〈村雨〉(冒頭部分)【採譜資料 4】、付録 DVD〕(星野和幸作成) 
＊ 太鼓「右、左」→ 右手、左手 
採譜:〈松風〉 
 
楽譜:   ●    ●     ●   △ △  ●  ●    ● ～   △ 
タン タン  タン  ト コ  タン  タン   タァ～ン  ト 
〈村雨〉(冒頭部分)    
 
       △  △  ▲       △ △ ●    △   △   ● 








































































































































つ声のパートは、狭い音域で動く 3 音旋律であり、リズムに関しては、1 拍に仮名 1 文字
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（2013年 3月現在: http://www.tendai.or.jp/tera/kensaku.phpの情報を基に星野作成） 
 福岡 佐賀 長崎 大分 熊本 宮崎 鹿児島 計 
一般寺院(西教区・東教区) 53(西) 47(西) 12(西) 69(東) 15(西) 8(東) 1(東) 205 
盲僧寺院(玄清・常楽院) 16(玄)＋1(*玄) 3(玄) 9(玄) 2(玄) 3(玄)＋1(常) 7(常) 5(常) 47 
修験道 7 0 0 0 0 1 0 8 
























































































































【採譜資料 1】 城戸清賢の実演(〈仏説大荒神施与福徳円満陀羅尼経〉より) 
調弦 (実音) 
  














調弦 (実音は短 3度下) 
 















(星野 2013: 48) (付録 DVD) 
調弦 (実音) 
 




【訳譜資料 1】 《仏奏曲一段》 
調弦 (相対音高) 
 





【訳譜資料 2】 《仏奏曲二段》 
調弦 (相対音高) 
 






【訳譜資料 3】 《秘曲十二段》 
調弦 (相対音高) 
 








































































































【訳譜資料 4】 琵琶の定旋律〔〈釈文〉＋〈十二楽〉〕（星野和幸訳譜）(付録 DVD) 
調弦 (相対音高。藤耕円による演奏の実音は増 2度下) 
 










































2014年 3月 31日 
星野和幸 
合掌 
